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同
窓
会
創
立
三
十
五
周
年
と

会
誌
発
刊
を
祝
し
て

岐
阜
医
療
科
学
大
学
学
長

間

野

忠

明

岐
阜
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
創

立
三
十
五
周
年
と
同
窓
会
誌
﹁
群

青
の
風
﹂
の
ご
発
刊
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
学
は
、
一
九
七
三
年
四
月
に

設
置
の
国
際
医
学
総
合
技
術
学
院

十
二
年
間
と
一
九
八
三
年
四
月
に

開
学
の
岐
阜
医
療
技
術
短
期
大
学

二
十
六
年
間
の
長
年
に
わ
た
る
伝

統
を
基
盤
に
し
て
、
二
○
○
六
年

四
月
に
四
年
制
大
学
と
し
て
開
学

し
ま
し
た
。
四
年
制
大
学
の
開
設

に
あ
た
り
、
新
た
な
学
科
等
は
設

置
せ
ず
、
前
身
の
岐
阜
医
療
技
術

短
期
大
学
に
お
け
る
三
学
科
(衛

生
技
術
学
科
、
放
射
線
技
術
学
科
、

看
護
学
科
)を
引
き
継
ぎ
、保
健
科

学
部
一
学
部
の
単
科
大
学
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
二
○
○
九

年
四
月
に
は
助
産
学
専
攻
科
を
開

設
し
ま
し
た
。開
学
以
来
、五
年
間

が
経
過
し
、
昨
年
と
今
年
の
三
月

に
卒
業
生
と
専
攻
科
修
了
生
を
社

会
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
窓
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
三
月
十
一
日
に
東
日
本
は

未
曾
有
の
巨
大
地
震
と
巨
大
津
波

に
見
舞
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
福
島

原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射
線
暴

露
が
現
在
に
至
る
ま
で
続
き
、
収

束
の
目
途
も
立
ち
ま
せ
ん
。
本
学

放
射
線
技
術
学
科
は
放
射
線
被
曝

の
測
定
、
線
量
計
の
提
供
な
ど
で

こ
の
大
き
な
問
題
の
一
端
に
寄
与

し
て
お
り
ま
す
。
災
害
は
何
時
、

何
処
で
起
こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
本
学
の
教
職
員
、
学
生

が
全
学
を
挙
げ
て
災
害
時
の
対
策

に
つ
い
て
常
に
考
え
、
危
機
管
理

意
識
を
持
つ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

十
八
歳
人
口
の
激
減
に
よ
っ
て

大
学
入
学
志
願
者
が
著
し
く
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
医
療
の
国
家

資
格
を
取
得
で
き
る
本
学
へ
の
志

願
者
数
は
こ
こ
数
年
間
、
横
ば
い

状
態
で
す
が
、
ラ
イ
バ
ル
校
の
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
後
の
予
測

が
つ
き
ま
せ
ん
。
国
家
試
験
の
合

格
率
と
就
職
率
は
学
科
、
専
攻
科

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
比
較

的
良
好
な
状
況
で
す
。
今
後
、
こ

れ
ら
を
全
学
科
、
専
攻
科
で
百

パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

向
け
て
社
会
は
大
き
く
動
い
て
い

ま
す
。
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
も

変
化
し
つ
つ
あ
り
、
チ
ー
ム
医
療

と
多
職
種
協
働
が
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
推
進
に
は

本
学
で
育
成
す
る
医
療
技
術
者
の

役
割
分
担
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

専
門
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
た
め
に
は
、
大
学
院
設

置
、
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
等

へ
の
道
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

同
窓
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
一
層
の

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ご

あ

い

さ

つ
同
窓
会
長

増

田

豊

拝
啓日

頃
か
ら
、
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
同
窓
会
の
事
業
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
数
年
前
よ
り
会
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
以
下
Ｈ
Ｐ
︶
開

設
と
共
に
、
そ
の
役
目
を
一
旦
休

止
と
し
ま
し
た
が
、
Ｈ
Ｐ
を
参
照

し
て
い
た
だ
く
機
会
は
多
々
あ
り

ま
す
が
、
実
際
Ｈ
Ｐ
を
見
よ
う
と

し
な
い
限
り
、
母
校
の
様
子
を
気

に
か
け
る
事
が
、
な
い
の
で
は
な

い
か
と
言
う
感
が
拭
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
改
め
て
会
報
も
母
校

や
同
窓
会
の
情
報
源
と
し
て
、
刊

行
す
る
に
到
り
ま
し
た
。
会
報
を

見
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
箱

へ
と
い
う
方
も
中
に
は
お
見
え
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し

で
も
母
校
の
様
子
や
同
窓
会
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
同

窓
会
役
員
の
責
務
で
す
の
で
、
ご

支
援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
月
を
迎
え
、

わ
が
同
窓
会
は
卒
後
三
五
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
創

立
三
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
開
催
し
た
折
、
会
員
の
皆
様
か

ら
五
年
に
一
回
程
度
、
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
欲
し
い
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
役
員
会
・
幹
事
会

を
経
て
、
卒
後
三
五
周
年
記
念
講

演
会
並
び
に
記
念
祝
賀
会
［
主

催
：
同
窓
会
］
を
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
追
っ
て

郵
送
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
日
時
は
本
年

七
月
二
三
日
㈯
、
一
四
時
よ
り
母

校
早
緑
ホ
ー
ル
に
て
卒
業
生
お
二

人
に
、
講
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

祝
賀
会
は
場
所
を
変
え
地
元
関
観

光
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。
記
念
祝

賀
会
の
他
に
小
瀬
の
鵜
飼
い
を
、

舟
に
乗
り
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

敬
具

関市市平賀長峰795-1
岐阜医療科学大学
同 窓 会

☎(0575)22-9401
題字／岐阜医療科学大学学長

間野忠明様
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岐阜医療科学大学同窓会会則
第１章 総則
第１条 本会は岐阜医療科学大学（旧岐阜医療技術短期大学、旧国際医学総合技術学院）同窓会と称する。
第２条 本会は事務局を岐阜医療科学大学内に置く。
第３条 本会は会員の親睦を図り、併せて母校の発展に寄与することを目的とする。
第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。

１．印刷物等の発行
２．会員相互の親睦の事業
３．岐阜医療科学大学への協力
４．その他、本会の目的達成に必要な事項

第２章 会員
第５条 本会は次の会員で組織する。

１．正会員 岐阜医療科学大学卒業生および専攻科修了生
岐阜医療技術短期大学卒業生および専攻科修了生
国際医学総合技術学院卒業生

２．準会員 岐阜医療科学大学在学生および専攻科在学生
３．賛助会員 岐阜医療科学大学職員

第６条 正会員は、第５条１号であって、所定の会費を納めた者とする。
第７条 正会員は住所、勤務先等を変更した場合は本会に届けなければならない。
第８条 正会員は会費の返還を要求することができない。

第３章 役員および職員
第９条 本会は次の役員を置き、その選出は次の通りとする。

１．会長 １名 正会員より選出する。
２．副会長 ２名 〃
３．会計 １名 〃
４．監査 ３名 〃
５．書記 ３名 〃
６．広報 ５名 〃

第10条 役員の任務は次の通りとする。
１．会長 本会を代表して会務を統轄する。
２．副会長 会長を補佐し、会長事故ある時はこれに代わる。
３．会計 本会の経理全般を行う。

１．日 時 平成23年７月23日（土）
受付 午後１時
講演 午後２時

２．場 所 岐阜医療科学大学 早緑ホール
３．会 費 3,500円 但し、祝賀会（食事２食、小瀬鵜飼、宿泊つき）

※講演会のみは無料
４．申込期限 平成23年６月30日（木）
５．プログラム

10：00 施設見学
13：00 受付

司会 小野木満照
14：00 開会挨拶 副会長 伊東 明宏
14：05 学長挨拶 岐阜医療科学大学学長 間野 忠明 先生
14：15 同窓会長挨拶 同窓会長 増田 豊
14：20 講演１ 座長 地方独立行政法人 岐阜県総合医療センター 森 晴雄

「乳腺腫瘍の現状と将来」 東海細胞研究所 坂本 寛文 先生
15：05 講演２ 座長 公益社団法人 岐阜病院 大塚 誠

「肝腫瘍の画像診断」 大垣市民病院 診療検査科 安田 鋭介 先生
15：55 閉会挨拶
16：30 祝賀会開始
18：45 小瀬鵜飼乗船
21：00 二次会
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４．監査 本会の会計を監査する。
５．書記 本会の記録全般を行う。
６．広報 本会の広報全般を行う。

第11条 役員の任期は２年とし、再任は妨げない。
第12条 本会は名誉会長を置き、会長が学長に委嘱する。
第13条 本会は顧問を若干名置き、会長が会員より委嘱する。
第14条 本会に事務局を設け、事務局長１名および事務局員を若干名置き、会長が会員より委嘱する。

第４章 幹事
第15条 本会は幹事を若干名置き会長が会員より委嘱する。
第16条 幹事の任務は卒業生の意見を反映させる。
第17条 幹事の任期は２年とし、再任は妨げない。

第５章 代議員
第18条 本会は代議員を各学科、各回生に若干名置く。
第19条 代議員の任務は各学科、各回生の意見を反映させる。
第20条 代議員の任期は各学科、各回生の後任が決定するまでとする。

尚、変更ある場合は本会に届けなければならない。

第６章 会議
（種別）
第21条 会議は総会、代議員会、幹事会、および役員会とする。
（総会）
第22条 総会は必要と認めた時、会長がこれを開く。
第23条 正会員の３分の１以上から会議の目的を記載した書面による開催の要請がある時、会長はその要請の

あった日から10日以内に総会を開かなければならない。
第24条 総会の議長は、出席会員の中より選出する。
（代議員会）
第25条 代議員会は定例代議員会と臨時代議員会とする。
第26条 定例代議員会は２年に１度開き、会議の目的たる事項を示して10日前に書面にて代議員に通知しなけ

ればならない。
第27条 臨時代議員会は会務の処理上必要と認めた時、会長がこれを開く。
第28条 代議員の２分の１以上から会議の目的を記載した書面による開催の要請がある時、会長はその要請の

あった日から10日以内に代議員会を開かなければならない。
第29条 代議員会は構成員の過半数をもって成立する。

但し、止むを得ず出席できない場合には、委任状を事務局に提出しなければならない。
第30条 代議員会の議長は、出席会員の中より選出する。
（幹事会）
第31条 幹事会は本会の最高決議機関である。
第32条 幹事会は役員・幹事および事務局長にて構成する。
第33条 幹事会は会長が召集する。
第34条 幹事の２分の１以上から会議の目的を記載した書面による開催の要請がある時、会長はその要請の

あった日から10日以内に幹事会を開かなければならない。
第35条 幹事会は次の事項を議決する。

１．会則の変更、改正に関する件
１．決算および予算に関する件
１．役員の選挙・選出に関する件
１．総会附議原案に関する件
１．会則ならびに細則に関する件
１．表彰、慶弔に関する件
１．その他幹事会で必要と認めた事項

第36条 幹事会は構成員の過半数をもって成立し、出席役員および出席構成員の過半数をもって決する。
第37条 幹事会の議長は、出席会員の中より選出する。
（役員会）
第38条 役員会は本会の最高執行機関である。
第39条 役員会は役員および事務局長にて構成する。
第40条 役員会は会長が招集する。
第41条 役員の２分の１以上から会議の目的を記載した書面による開催の要請がある時、会長はその要請の

あった日から10日以内に役員会を開かなければならない。
第42条 役員会は構成員の過半数をもって成立し、出席構成員の過半数をもって決する。
第43条 役員会の議長は、出席会員の中より選出する。
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第７章 資産・会計
第44条 本会の経費は次の収入をもって充てる。

１．会費
１．寄付金
１．利息
１．その他

第45条 会費は会員１名につき15,000円とし終身会費とする。
第46条 会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
第47条 本会の決算および予算は、会計監査を経て定例代議員会において報告されなければならない。

第８章 表彰および慶弔
第48条 本会に功績のあった者は表彰することがある。
第49条 慶弔に関しては幹事会によって定める。

附則 この会則は、昭和60年４月１日より施行する。
附則 この改正会則は、平成２年４月１日より施行する。
附則 この改正会則は、平成５年４月１日より施行する。
附則 この改正会則は、平成12年４月１日より施行する。
附則 この改正会則は、平成20年６月20日より施行する。
附則 この改正会則は、平成21年６月13日より施行する。

同窓会開催助成金運用規程
（目的）
第１条 この規程は、岐阜医療科学大学同窓会（以下同窓会という）会則第４条第２項並びに第４項に基づき、本

同窓会開催助成金運用規程にてらし助成金運用を図る。

（適応範囲）
第２条 会員相互の親睦事業が有意義に、また、友好的に活動できるよう助成し、適応範囲については次の項目

いづれかを満たしていること。
１．卒業科若しくは卒業回生が同じである
２．都道府県若しくは市区町村単位である
３．申請により同窓会役員会若しくは幹事会で承認されたもの

（義務・助成金支出条件）
第３条 助成金の支出にあたり次のものを提出すること。

１．参加者の卒業回生・氏名・所属先・住所を記した参加者名簿
２．集合写真
３．ホームページおよび機関誌への掲載原稿
４．その他、同窓会事務局から依頼したもの

（助成範囲）
第４条 第２条の詳細として助成範囲を次のものとする。

１．参加募集数に対し１割以上の参加
２．参加人数は10人以上
３．クラス単位の参加人数は２割以上
４．同一事業の助成は年度につき１回
５．参加者の所属先は８ヶ所以上
６．申請により同窓会役員会若しくは幹事会で承認されたもの

（助成金）
第５条 助成金は次のものとする。

１．通信費は１人につき150円
２．参加者には１人につき1,000円

（雑則）
第６条 この規程の定めるものの他に特別な事由が生じた時は、同窓会役員会もしくは幹事会で協議決定する。
第７条 この規程の改廃は同窓会幹事会の議決を経なければならない。

附則 この規程は平成22年７月21日より施行する。



短
Ｒ
一
二
回
生

一
組
同
窓
会

平
成
二
一
年
三
月
二
〇
日

Ｒ

科
一
二
回
生
Ｒ
一
組
の
同
窓
会
が

岐
阜
県
岐
阜
市
の
居
酒
屋
で
開
か

れ
ま
し
た
。

卒
業
後
、
一
二
年
が
経
過
し
て

お
り
、
仕
事
や
出
産
、
育
児
な
ど

で
参
加
で
き
な
い
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
が
、
岐
阜
県
・
愛
知
県

を
中
心
に
富
山
県
や
栃
木
県
か
ら

の
出
席
も
あ
り
、
一
二
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
人
達
と
技
術
の
話
で
盛
り

上
が
り
、
家
庭
の
あ
る
人
は
お
子

さ
ん
の
話
や
旦
那
様
、
奥
様
の
自

慢
を
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況

を
報
告
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、
皆
の
顔
は
全
く
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
責
任
の
あ
る
仕
事
を
し
、

父
親
や
母
親
と
な
っ
て
お
り
、

様
々
な
立
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
四
時
間
が
経

過
し
、
ま
た
次
回
に
集
ま
る
事
を

約
束
し
、
同
窓
会
を
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。

Ｒ
科
一
二
回
生

北
垣
絵
里
子

三
宅
先
生
を

囲
む
会

平
成
二
二
年
一
〇
月
二
四
日
㈰

に
岐
阜
市
柳
ヶ
瀬
の
グ
ラ
ン
ベ
ー

ル
岐
山
に
て
、﹁
三
宅
先
生
を
囲

む
会
﹂
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
国

際
医
学
総
合
技
術
学
院
創
立
当
初

か
ら
、
学
院
の
発
展
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
頂
き
、
長
年
我
々
を
ご

指
導
下
さ
い
ま
し
た
三
宅
先
生
を

お
招
き
し
て
盛
大
に
開
催
致
し
ま

し
た
。
国
際
医
学
の
一
期
生
か
ら

岐
阜
医
療
技
術
短
大
の
一
四
期
生

ま
で
の
方
々
や
Ｒ
科
の
方
に
も
ご

参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
幅
広
い

年
代
の
方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
旧

交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
生
を
あ
わ
せ
て
合
計
三
一
名
と

若
干
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
会
で
は

あ
り
ま
し
た
が
中
に
は
お
子
様
同

伴
で
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
も
あ

り
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
に
な
り
ま

し
た
。
三
宅
先
生
か
ら
は
、
先
生

の
直
筆
の
色
紙
を
一
人
一
人
に
い

た
だ
け
て
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。
参
加
者
の
自
己
紹
介
で
は
、

久
し
ぶ
り
だ
っ
た
せ
い
か
、
積
も

り
積
も
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
長
々
と
し
ゃ
べ
り
続
け
る
方

も
あ
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

先
生
は
平
成
一
九
年
に
現
役
を

引
退
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

と
て
も
お
元
気
そ
う
で
し
た
。
先

生
も
、
卒
業
生
と
会
い
た
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え
て
お
り
今
回

の
会
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
各

学
年
毎
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る

と
良
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
多
忙
中
、
多
数
ご
出
席
下
さ
い

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。国

Ｍ
科
六
回
生

森

晴
雄

短
Ｒ
一
七
回
生

一
組
同
窓
会

平
成
二
一
年
三
月
二
一
日
㈯
に
、

岐
阜
医
療
技
術
短
期
大
学
閉
校
式

に
併
せ
、
第
一
七
期
生
三
Ｒ
︱
一

組
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
急
な
企
画
に
も
関
わ
ら
ず
一

二
名
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
山
内
先

生
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
の
方
、
都
合
を
付
け
て

参
加
し
て
く
れ
た
方
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
も

ク
ラ
ス
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
ご

協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
て
、
私
個
人
と
し
て
は
、
懐

か
し
い
顔
ぶ
れ
で
楽
し
く
過
ご
せ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
皆
様
は
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
近
況

報
告
、
思
い
出
話
に
華
が
咲
き
、

今
だ
か
ら
話
せ
る
け
ど
⋮
⋮
み
た

い
な
話
も
飛
び
出
し
楽
し
い
時
間

群 青 の 風平成23年７月15日 第13号（5）



は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
お
会
い
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
御
厚
志
を
金
森
先

生
か
ら
い
た
だ
き
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
、
先
生
に
お
会
い

で
き
な
か
っ
た
事
を
大
変
残
念

が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
次
回
は
ぜ

ひ
ご
参
加
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
か
な
か
仕
事
や
諸
事
情
で
ク

ラ
ス
全
員
集
ま
る
こ
と
は
難
し
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
定
期
的
に
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
皆
様
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た

今
回
ど
う
し
て
も
連
絡
が
取
れ
な

か
っ
た
方
も
み
え
ま
す
の
で
、
同

窓
会
を
通
じ
て
で
も
連
絡
先
を
お

知
ら
せ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

平
成
二
一
年
四
月
一
四
日

南
部
千
奈
津

︿
参
加
者
名
簿
﹀

伊
藤

達
也

土
井

由
佳

伊
東

利
浩

渡
慶
次

祥
子

大
澤

万
紗

南
部

千
奈
津

大
橋

了
士

野
中

健
太
郎

坂
口

佳
代

橋
本

智
史

柴
田

綾
香

山
内
先
生

高
松

勝

以
上
︵
一
二
名
︶

岐
阜
医
療
技
術
短
期
大
学

診
療
放
射
線
技
術
学
科

昭
和
六
二
年
度
卒
業
生

同
窓
会
報
告

平
成
二
一
年
一
一
月
一
四
日
㈯

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
塔
ノ

沢
一
の
湯
本
館
に
て
同
窓
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
恩
師
で
あ
り
ま

す
小
野
木
満
照
先
生
に
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
一
九
名
の
同
窓
生
が
集

い
ま
し
た
。
会
場
と
な
り
ま
し
た

箱
根
町
は
、
早
朝
か
ら
雨
と
風
が

強
く
荒
れ
模
様
で
し
た
が
、
昼
過

ぎ
に
は
青
空
が
垣
間
見
ら
れ
、
紅

葉
を
満
喫
で
き
た
一
日
で
し
た
。

同
窓
生
は
そ
れ
ぞ
れ
が
新
幹
線
・

小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
や
車
な
ど

を
利
用
し
、
午
後
七
時
の
開
宴
に

集
合
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
小
野

木
先
生
よ
り
学
校
の
様
子
の
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が

最
近
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

二
一
年
の
歳
月
を
経
て
の
再
会
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
動
が
あ
り
、

話
の
尽
き
な
い
一
夜
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
は
国
家
試
験
に
向

け
て
、
皆
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
勉

強
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
卒
業

し
歳
月
が
た
っ
た
今
も
、
仕
事
に

向
け
て
熱
く
語
り
交
わ
し
、
こ
の

再
会
を
期
に
同
窓
の
つ
な
が
り
が

い
っ
そ
う
強
く
な
り
ま
し
た
。
ご

多
忙
の
中
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た

小
野
木
先
生
と
同
窓
の
皆
様
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｒ
三

松
尾
清
邦

短
Ｍ
六
回
生

二
組
同
窓
会

三
Ｍ
-
二
組
は
、
卒
業
二
〇
年

の
区
切
り
を
む
か
え
、
二
〇
一
〇

年
一
〇
月
二
三
日
︵
土
︶
大
阪
に

て
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
三
Ｍ
-
二
組
は
、
卒
業

後
三
度
の
同
窓
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
初
回
は
、
卒
業
三
年
後
、

京
都
に
て
初
め
て
の
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
、
翌
日
は
京
都
嵐
山
を
観

光
。
ま
た
、
卒
業
一
〇
年
後
に
は
、

北
陸
は
金
沢
に
て
二
度
目
の
ク
ラ

ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
は
二
組
の
同
窓
会
の
開
催
を

知
っ
た
一
組
の
方
も
数
名
で
す
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
金
沢

市
内
を
観
光
し
、
お
い
し
い
回
転

寿
司
を
食
べ
、
千
里
浜
海
岸
を
ド

ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

学
会
や
講
習
会
時
な
ど
、
互
い
に

声
を
か
け
あ
い
交
流
は
し
て
お
り

ま
し
た
。

今
回
は
、
卒
業
二
〇
年
と
い
う

節
目
で
大
阪
難
波
に
て
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
子
供
の
成
長
に

伴
い
、
自
由
な
時
間
が
出
来
た
方

の
初
参
加
も
あ
り
一
三
人
集
ま
り

ま
し
た
。
前
回
の
一
六
人
よ
り
は

若
干
名
減
り
ま
し
た
が
、
初
参
加

の
方
が
多
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
時
間
は

過
ぎ
、
気
づ
く
と
深
夜
一
時
を
過

ぎ
て
い
ま
し
た
。
三
年
間
一
緒
に

過
ご
し
た
仲
間
で
あ
る
の
に
、
知

ら
な
い
裏
話
や
出
来
事
な
ど
再
発

見
も
あ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
改
め
て
、
仲
間
っ
て
い

い
な
っ
と
、
実
感
し
ま
し
た
。
翌

日
は
、
互
い
に
時
間
の
許
す
限
り

大
阪
観
光
を
し
て
、
な
ん
ば
花
月
、

お
好
み
焼
き
と
大
阪
を
満
喫
し
解

散
し
ま
し
た
。﹁
ま
た
ね
！
﹂﹁
次

も
絶
対
誘
っ
て
よ
！
﹂﹁
何
で
も

い
い
か
ら
声
か
け
て
ね
！
﹂
っ
と

約
束
を
交
わ
し
て
の
別
れ
に
な
り

ま
し
た
。

大
雄
会
第
一
病
院

林

淳
司
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第
三
回
福
井
同
門
会

開
催
日
：

平
成
二
三
年
二
月
二
七
日

会

場
：

福
井
県
国
際
交
流
会
館

第
三
回
福
井
同
門
会
は
、
大
津

赤
十
字
病
院
の
門
前
一
さ
ん

︵
現
：
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
・
特
定
准
教
授
︶
を
お
迎
え

し
、﹁
地
球
の
歩
き
方
﹂
と
題
し
て

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
国
際
交
流

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
門
前
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム

に
お
い
て
放
射
線
教
育
を
主
に
医

療
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
海

外
で
の
医
療
支
援
と
い
う
こ
と
で

参
加
者
の
関
心
も
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。

そ
し
て
、
小
野
木
満
照
先
生
に

岐
阜
医
療
科
学
大
学
の
現
状
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
当

時
の
学
校
や
関
市
の
町
並
み
が
変

わ
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
が
育
っ
た
下
宿
先

や
環
境
は
ま
だ
昔
の
ま
ま
で
残
っ

て
い
る
こ
と
に
懐
か
し
く
感
じ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
約
一
〇
年
の
月
日
が
流

れ
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間

も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
雪

深
い
時
節
に
も
関
わ
ら
ず
、
講
師

の
皆
さ
ま
は
じ
め
総
勢
二
九
名
で

開
催
で
き
た
こ
と
に
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
滋

賀
県
の
同
門
会
に
参
加
し
て
、
小

野
木
先
生
や
大
塚
先
生
、
そ
れ
に

大
津
の
門
前
さ
ん
や
山
元
さ
ん
と

意
気
投
合
し
、
今
回
の
開
催
に
踏

み
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、福
井
同
門
会
だ
け
で
な
く
近

隣
の
卒
業
生
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
立
敦
賀
病
院

山
崎
厳
︵
短
Ｒ
４
回
生
)
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同窓会35周年記念祝賀会 Ｎ科 専攻科会員欠席者からのメッセージ

Ｈ６年度卒業 看護 坂井田路子（旧姓 傍島）
勤務先 揖斐厚生病院：子どもを２人産んで、今年の４月から昔の職場に ope 室ナースとして復帰しました。15年前に

も ope 室で働いていたのに、医学が進歩していて、新しいことを覚えるのに必死です。
Ｈ21年度卒業 看護 浅井 彩乃
勤務先 医療法人 大雄会：病院に就職して何とか離職せず、看護師として２年目になれました。先輩方も協力的で頑

張れています。新しく、岐阜医療科学大学から後輩が入るといいなぁと思っています。
NC（地域専攻） 井南 智絵
勤務先 福井社会保険病院：就職して6年目、保健師の仕事、病院の健診センターで３年目、今は、病棟でナースとして

プリセプターです。岐阜の地で学んだこと、仲間のこと、今でもわすれません。
MC（助産専攻） 18年度卒 住江 奈々（旧姓 三井）
勤務先：岡山赤十字病院：今年で助産師６年目になりました。毎日大変ですが、何とか頑張っています。

Ｈ６年度卒業 看護 久野 智子
勤務先 碧南市民病院：今年は、当院でも助産外来設立（今後院内助産へ）のため、忙しい日々を過ごしております。

皆様も、お体を大切に、益々のご活躍を願っています。
Ｈ６年度卒業 看護 大津みえ子
勤務先 社会医療法人財団 相澤病院：現在、呼吸器内科、腎臓内科、糖尿病センターの病棟長として、日々がんばっ

ています。

同窓会35周年記念祝賀会 Ｍ科 会員欠席者からのメッセージ

Ｈ４衛生３−２−24 田正司尚希
勤務先 自営：コヤノ美術館・西脇館で館長代理を務めながら自営をしています。（医療界から転身）

Ｓ58臨床２−２−31 清水達晶
勤務先 ㈱近畿理研：卒業して早いもので26年。医療関係の仕事ではないのですが、常に学校で学んだ「医療の心」を

忘れずに元気で働いています。
Ｍ16154 星野 明子
勤務先 大友病院：３／11の震災で気仙沼は壊滅的被害を受けましたが、私は自宅も職場も大丈夫でした。市内は津波

で流された病院も多く、その分患者数が増え大忙しです。
Ｓ54臨床３−２−38 多和田文子（旧姓：三宅）
勤務先 特別養護老人ホーム つつじ苑 看護室：ナースとして6年目。技師のキャリアを越えました。

Ｓ62衛生３−１−48 金丸ユミ子（旧姓：向）
勤務先 岐阜社会保険病院：30代後半に出産し、保育にめざめ保育士試験を受験しました。あと１教科合格を目指して

います。
Ｍ17218 木山 文惠
勤務先 ㈱メディック 京都ラボ：平成20年５月に高井病院を退職致しまして平成21年12月より、㈱メディック京都ラ

ボ検査室に勤務しております。貴校の益々の御発展を心よりお祈り申し上げます。
Ｓ55臨床３−２−21 長田 守偉
勤務先 八千代病院：Ｈ22年よりME室室長を任されるようになってます。
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Ｓ57臨床3-2-61 園部真裕美
勤務先 医療法人社団栄央会 なこそ病院：創立35周年おめでとうございます。こちらの方は，3月11日の地震によりラ

イフラインが途切れどうなる事かと思いましたが今は元に戻り，仕事ができる喜びを味わっています。
Ｓ63衛生3-2-37 山根修一
勤務先 岩手県立宮古病院：東日本大震災で自宅他車など流失しましたが，家族は何とか無事救助されました。毎日復

興に向け努力している日々を送っています。岐阜の方にもなかなか行けなくなりました。復興したら必ず遊び
に行きます！！

Ｓ54臨床3-2-6 結城千恵美
勤務先 市立伊勢総合病院：卒業後，なかなか同窓会にも出席できずにいますので，同級生にもお会いしたかったので

すが，予定が入っていて出席できず残念です。大学のますますの発展をお祈り致します。
Ｈ６衛生3-1-41 小林美智子（旧姓：松本）
勤務先 (財)日本がん知識普及協会 巡回検診部：子育てが一段落して，十数年ぶりの社会復帰でしたがすぐに採用し

ていただき就職できました。資格をとっておいて良かったと実感するとともに，親身になって指導してくだ
さった先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。

Ｍ Ｈ22年卒業 吉越美里
勤務先 財団法人長野県健康づくり事業団：35周年おめでとうございます。誠に残念ながら仕事の都合で参加すること

ができません。卒業・就職をしてから，あっという間に1年が過ぎました。自分なりに課題が見つかり，仕事に
やりがいを感じているところです。1期生としてこれからも頑張っていきたいと思います。

同窓会役員名
会 長 Ｒ 増田 豊（国３）
副 会 長 Ｍ 伊東明宏（国９） Ｎ・NC・NM 上平公子（短２）
会 計 Ｒ 大塚 誠（国１）
書 記 Ｍ 南 武志（短19） Ｒ 酒向俊行（短13） Ｎ・NC・NM 籠橋真美（短６）
監 査 Ｍ 森 晴雄（国６） Ｒ 奥田大輔（短12） Ｎ・NC・NM 中島章仁（短８）
広 報 山本哲也（短Ｒ16）・野倉伸夫（短Ｒ18）・林 賢二（短Ｎ８）・杉浦明弘（短Ｒ18）・青山友佳（短Ｍ10）
事務局長 小野木満照（国Ｒ４）

岐阜医療科学大学同窓会シンボルマークを募集します！
１．趣旨

岐阜医療科学同窓会(旧岐阜医療技術短期大学同窓会，旧国際医学総合技術学院同窓会)は、平成23年に創立35周年を迎
えました。岐阜医療科学大学同窓会では創立35周年を記念し、今後、同窓会をさらに発展させるために使用する岐阜医療
科学同窓会のシンボルマークを募集するものです。
２．応募資格

岐阜医療科学大学同窓会会員であれば、どなたでも応募できます。
３．募集期間

平成23年12月31日(土)まで
４．シンボルマークの条件

岐阜医療科学大学同窓会の発展に寄与するものであれば、どのようなものでも結構です。
５．応募規定

・日本工業規格Ａ４版用紙(白紙)に天地左右３cm以上の余白をとった範囲内にデザイン・着色してください。縦横は自由
とし、デザイン上部余白の中央に「上」と記載してください。

・デザインは、コンピューターグラフィックソフト又は手書きによるものとします。ただし、大きさは、縦２cm×横２cm
程度に縮小した場合でも使用できるものとします。

・応募作品は９.応募先あてに、メールで、「氏名」、「郵便番号・住所」、「電話番号」「電子メールアドレス」、「作品の説明
(100文字程度)」、「卒業学科・卒業年度または卒業回生」、「勤務先名」)を記入し、作品を添付して送付してください。

・応募に要する一切の費用は、応募者の負担とします。
６．応募にあたっての注意事項

・入賞した作品の著作権(著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む)は、岐阜医療科学大学同窓会に帰属します。
・入賞者は、岐阜医療科学大学同窓会の商標の出願・登録をすることを認めることとします。
・応募作品は、応募者の自作・未発表で、第三者の著作権等の権利を侵害しないものに限ります。なお、この項目に反す
ることが判明した場合には、審査結果発表後であっても賞を取り消すことがあります。

・応募作品は返却しません。
・応募者の個人情報は、許可なく第三者に開示・提供はしません。ただし、入賞者の氏名等はホームページ等において公
表します。

・入賞作品に対して、専門家によるリ・デザインをほどこす可能性があります。その場合、入賞者に打合せをお願いする
ことがあります。

７．賞

入賞者(１名)には賞状と副賞(２万円)を贈呈します。
８．審査・発表

・応募作品は、岐阜医療科学同窓会役委員会で審査し、入賞作品を選考します。
・審査結果については、平成24年１月末頃に決定後、入賞者には直接通知した後に、岐阜医療科学大学同窓会ホームペー
ジで公表します。

９．応募先及び問い合わせ先

岐阜医療科学大学同窓会事務局アドレス：jimukyoku@gums-ob.org
担当：同窓会広報(HP・サーバ担当) 杉浦 明弘(R18)
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平成23年度 事業計画
１）同窓会創立35周年記念事業
２）会報（群青の風）の発刊
３）同窓会開催助成
４）岐阜医療科学大学祭の協力・支援
５）図書館への書籍寄贈

６）国家試験の副食等の助成
７）卒業記念品の贈呈
８）ホームページの運用
９）その他

平成22年度 事業報告
○会議関連

平成22年４月役員会 平成22年４月30日㈮

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）同窓会助成について
２）同窓会ＨＰの画像の著作について
３）三宅先生を囲む会について
４）代議員会について
５）その他

・同窓会助成金運用規程（案）について
・メーリングリストについて
・関市ガイドマップについて
・同窓会旅費規程について
・新旧役員の引継ぎ会について

平成22年５月役員会 平成22年５月27日㈭

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）三宅先生を囲む会について
２）会報の発行について
３）役員、幹事、代議員について
４）最新の同窓会規約について
５）幹事会について
６）その他

・母校就職委員会からの地方での就職に関して支援（ホーム
カミング）の依頼について

・平成21年度決算報告・平成22年度予算案について
・新旧の役員が決定後に引継ぎ会の開催について

平成22年６月役員会 平成22年６月30日㈬

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）役員・幹事・代議員の選出について
２）本学軟式野球部助成について
３）就職に関する同窓会としての協力について本学からの提案

について
４）三宅先生を囲む会にについて

平成22年７月21日 幹事会及び代議員会
岐阜医療科学大学 ３号館 3402教室
会次第
１ 会長挨拶
２ 議題

１）平成21年度事業報告
２）平成21年度決算報告並びに監査報告
３）平成22年度事業計画案
４）平成22年度予算案
５）平成22年・23年度役員選出
６）その他

平成22年８月役員会 平成22年８月22日㈬

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）第１回議事録並びに会議資料について
２）代議員について
３）ＨＰ掲載内容
４）第１回幹事会の検討事項

平成22年９月役員会 平成22年９月22日㈬

岐阜グランドホテル
議 題
１）新旧役員の引継ぎについて
２）慶弔規程および同窓会助成金運用規定について

平成22年11月役員会 平成22年11月17日㈬

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）三宅先生を囲む会への同窓会助成について
２）第17回岐阜医療科学大学同門会への助成について
３）第５回岐医祭の報告について
４）その他

・図書の報告。
・助成金規約の編集
・Ｍ科代議員辞退希望者について。

平成22年12月役員会 平成22年12月15日㈬

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）交通費などの手当に関して。
２）第17回岐阜医療科学大学同門会への助成について
３）ＨＰに関して
４）同窓会周年記念事業に関して
５）三宅先生を囲む会に関する助成について
６）卒業記念品について

平成23年１月役員会 平成23年01月26日㈬

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）福井県にて同門会の開催について
２）国家試験の助成について
３）同窓会35周年記念事業に関して
４）機関紙の発行について
５）卒業記念品について

平成23年３月役員会 平成23年03月23日㈬

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室
議 題
１）母校卒業式について
２）機関紙の発行について
３）本会と本学教員との交流について
４）受験生向け新聞への投稿依頼について
５）東北地方太平洋沖地震関連（義援金など）

○活動関連

・母校への図書寄贈
平成22年度分として
衛生技術学科 15冊 117,805円
放射線技術学科 23冊 112,219円
看護学科 35冊 114,531円
母校へ図書を寄贈。

・第５回岐医祭への参加
同窓会よりパンフレット及び粗品(携帯クリーナー)を配布。

・国家試験会場での副食配布
衛生技術学科 110名 33､000円
放射線技術学科 100名 30,000円
看護学科 75名 22,500円
助産専攻科 15名 4,500円
試験会場にて副食を配布。

・平成22年度卒業式
平成23年３月15日㈫に母校卒業式が行われ、本会より増田会長
が参加。
また卒業記念品として「岐阜医療科学大学同窓会」と名入れし
た関の名産品『ハサミおよび爪切り』を本年度卒業生に配布。
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平成22年度決算報告及び平成23年度予算
項目 平成22年度予算 備考 平成22年度決算 備考 平成23年度予算 備考

収
入
の
部

繰越金
手持現金 239,907 239,907 299,821
普通預金 2,118,704 2,118,704 4,327,379
定期預金 18,407,516 18,407,516 18,438,748

会 費 4,500,000 3,645,000 243名 3,600,000 15000円＊240人

雑 収 入 0 0 0
寄 付 金 0 0 0
定期利息 10,000 31,232 ※定期利息 31.232円 20,000
普通利息 1,045 ※366円 365円

314円(積立分) 700
合 計 25,276,127 24,443,404 26,686,648

支
出
の
部

活 動 費 500,000 386,328 600,000
会 議 費 300,000 108,450 300,000
交 通 費 300,000 160,260 300,000
慶 弔 費 50,000 0 50,000
通 信 費 800,000 126,890 1,500,000 機関誌･葉書等

備 品 費 100,000 0 100,000
消耗品費 50,000 16,193 50,000
助 成 費 600,000 579,335 800,000
特 別 費 200,000 0 1,500,000 35周年事業

渉 外 費 50,000 0 100,000
予 備 費 200,000 0 200,000
定期預金 18,400,000 18,438,748 18,470,000
普通預金 3,426,127 4,327,379 2,416,648
手持現金 300,000 299,821 300,000
合 計 25,276,127 24,443,404 26,686,648

※周年事業等を順調に行うため、科目による支出が超えた場合、科目間の流用を認める
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変更届

勤務先・住所等を変更した人は、卒業科・氏名を添え、早急に変更点を当

会事務局までメール、郵便にてお知らせ下さい。

〒501-3290 関市市平賀字長峰795-1

e-meil：jimukyoku@gums-ob.org

Ｍ・Ｒ・Ｎ・NC・NM・PM 科 年度卒業

ご芳名

勤務先

現住所 〒

電話番号： − −

メッセージ（近況報告など）

※同窓会35周年記念祝賀会 Ｒ科 会員欠席者からのメッセージは、次号

に掲載します。


